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経経経経経
過過過過過

日前術手 前術日当 後術日当 目日１後術 目日２後術 目日３後術 目日４後術 目日５後術

目目目目目
標標標標標

るれらけ受が術手で態状たし定安に共身心○ いなが血出○
いなが熱発○
いなが痛腹○

いなが候徴染感○ いなが痢下○
いなが候徴炎肺○

検検検検検
査査査査査
・・・・・
治治治治治
療療療療療

レの部腹・部胸、査検図電心
すまりあが査検ンゲトン

食食食食食
事事事事事

可事食でま食夕
12 んせまきで食飲は降以時

すで食絶 すまし始開を入注のらか瘻胃
すまし始開らか入注の湯白

すまし始開を入注の剤養栄

処処処処処
置置置置置

を圧血・拍脈・温体
すまり測

すましを拭清の内腔口
）りよ師医科歯（

を圧血・拍脈・温体
すまり測

すまい行を腸浣

を圧血・拍脈・温体
すまり測

すまい行を置処の創

を圧血・拍脈・温体
すまり測

を圧血・拍脈・温体
すまり測

を圧血・拍脈・温体
すまり測

を圧血・拍脈・温体
すまり測

注注注注注
射射射射射
・・・・・
内内内内内
服服服服服

すまい行を滴点に前術手
すまし入挿を針の用滴点

すまし始開を滴点の剤生抗

すまりあが滴点の後術手 すましを滴点間時４２ すまりあに夕・朝が滴点

を入注の薬のらか瘻胃、時要必
すまし始開

すまりあに夕・朝が滴点 すまりあに方夕が滴点

行行行行行
動動動動動

んせまりあ限制 すまえ替着に着術手
すまけつをドンバムーネ

すまりなと静安上床 可行歩
すましを拭清の身全

すまきで髪洗 すまきでーワャシ

説説説説説
明明明明明

りよ師医
明説のていつに術手

りよ師護看
行をンョシーテンエリオ前術

すまい

＊入院に関して心配事がありましたらお申し出ください。
＊この表はおよその経過をお知らせしたものです。種々の都合により、
　予定通りではないこともありますので、予めご承知ください。
＊入院に際してこの用紙を必ずお持ちください。
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目目目目目     標標標標標
○心身共に安定した状態で手術が受けられ、術後順調に経過する。
○胃瘻カテーテルからの栄養が継続できる。
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【病名病名病名病名病名：　　　　　　　　　　 】〔病棟　　　　　〕

○上記説明を受けました　
平成　　年　　月　　日 (本人・家族)


